











































































































































































































































礎として ｢対立｣と ｢合意｣,｢効率｣と ｢公正｣と
いう二組の概念が示されている｡社会科の学習にお
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第 第1時 地域格差問題を把揺するo 地域格差問題とはなにか,地域格差の何が問題なのか,なぜ,生じるのかを探究する○






過程 . 教師の指示 .発間 資料 生徒に獲得させたい知識
確認し,以前からあるにも関わらず, 差が特に問題となっている○
近年,特に問題になっていることに疑問を持たせる○ ･1960年の前後で最も所得格差が拡大しているC
展開 ○なぜ,近年,地域格差が問題になってきているのでしょうかO･1960年前後が所得 のピークとなつ ② ･国が公共事業を各自治体に行わせ,雇用を創出した
てその後地域格差が縮小した理由をとらえさせる〇(歴史的分野の学習の振り返り)･現在,地方が抱える問題について考察 ためである.〇･定住者が少なく,若い男性の婚約者がいないことな





























する場合の課題について必ず検討する 課題 :企業や大学の移転 .撤退の被害がある○
- 65 -










過程 . 教師の指示 .発間 資料 生徒に獲得させたい知識











な社会を形成していくべきかについて ･政策④安全 .安心のまちづ くりを重視-安全で安心




ついて特に考えるように注意する○ ･A :①と②の範み合わせ :地域の産業振興に力を入れると もに,交通網を整備するo他地域への移動に難があり,経済的に核 となる産業がない地域には有効な政策o⑤との組み合わせも可能〇B ④ ⑥ 組 高齢者が安心 して暮らすこと できる社会 仕組みを整備する○また,子どもに っても安全なまちづ くりを目指す○大きな企業などの誘致は見込めない に適した政策｡財政上の負担が課題o②と 合わせ,通勤など 利便性 向上 必要〇C .③ ⑤ 伝統や文化を かしたまちづ くりを行う ともに,他地域で同様の取 り組みを行 ているところ 連携す ○歴史的な文化財や,祭 り どの伝統的行事 持つ に有効 ②や⑥と組み合わせて 担い手 育成する必要もあるC
第2,3時 ｢よりよい社会のあり方について考えてみよう｣
過程 教師の指示 .党閥 資料 生徒に獲得させたい知識
導入 ･各自が考えた政策案によって,どのよ ･近い将来ではなく,数十年後にどのような社会にな
うな地域社会になることが期待できる るかということを考えて.今取 り組むべきことを検





























































桑原 敏典 ･佐藤 育美 ･小笠原優貴
政策③ :伝統文化を活かした観光産業
団体旅行よりも,個人旅行が大半を占めるという変化に対応して,地域の内発的な資源を活用した観光産業を
展開する｡内発的資源も,複数のものを組み合わせて活かすことで,多様な観光産業を興すことができる｡たとえ
ば,美しい自然と城下町が融合したまちづくり,温泉産業と地元の名産品を扱った郷土料理でのもてなしなどであ
る｡近年では,旅行会社ではなく,観光地が観光メニューを考案し,体験型,交流型,個人型の着地型観光が盛ん
になっている｡
○具体例
温泉街である大分県の由布院市や城下町として栄えた石川県金沢市は,地域の持つ資源を活用して,多くの観
光客を招いているoスペインでは,輸出禁止の,その土地でなければ味わえないワインを生産し,ワインに合う郷
土料理や誕生年や記念年のワインを提供するといった観光サービスを行っている｡
○効果 :地域の資源を用いて地域の活性化を行うことができる｡多様な観光産業によって安定した地域へとつながる
○課題 :観光産業の成立するような資源が乏しい地域ではできない｡定住人口の増加にはつながらないのではない
か｡
政策④ :安全 ･安心のまちづくり
住民が生活する生活圏,経済活動が行われる経済圏,行政が行われる行政圏の三圏が一体となっている地域づ
くりを行うことにより,地域で安全なまちづくりを行う｡そのため,ベッドタウン化して昼間に人気が少ない町で
は,ハザードマップや子ども110番の場所を作ることにより,犯罪の発生する場所を明らかにし,避難ができる
場所を効率的に設置するまちづくりを行う｡
そして,安全で安心なまちであることが地域のブランド性を高め,魅力のあるまちづくりを行うことができる｡
○具体例
愛知県春日井市では,春日井市安全なまちづくり協議会が設立され,市民と警察が連携して防犯活動に取り組
んでいる｡
○効果 :地域の教育力,安全性が魅力となり,定住人口が増加する｡地域安全マップなどを作ることにより,その取
り組みをアピールできる
○課題 :中山間地域のような地方の村落ではあまり魅力とはならない｡昼間に人口が少ないベッドタウンとなってい
るような地域にとっては効果的かもしれないが,根本的な地域格差問題の解消にはつながらない
政策⑤ :他地域との交流
外国の郡市と姉妹都市関係を結び,文化,観光,産業などの交流を図る｡交流が進めば,これまで国内市場が
中心であった地域の名産品の市場が国を超えて広がる可能性もあり,物の移動が活発なグローバル化社会に対応す
ることができる｡また,グローバル化の影響で様々な文化を持つ人々が共存していくことが求められ,多文化共生
社会を目指して,自治体が外国人の生活を保障していく必要がある｡
○具体例
大分県の名産品である焼酎の ｢いいちこ｣は,アメリカの飲食店などでも置かれており,その市場の広さは時
代を先取ったものである｡また,-村一品運動なども他の国から視察に訪れる人がいるなど,地域の取り組みがグ
ローバルな影響を与えている事例である｡
○効果 :これまでにない市場を開拓することになり,国内にとどまらず,広く利益を求めることが可能である｡そし
て,資源を相互交換することで地域間交流が活発になる｡また,外国人労働者を雇用することで,人手が不足
している職場や定住者を確保したい自治体にとっては問題が解消されることとなる｡
○課題 :姉妹都市の関係になるためには,海外とのつながりが必要である｡そのため,つながりがない地域や手法が
分からない地域では困難である｡加えて,形だけの姉妹都市になってしまう可能性もある｡
また,外国人労働者の積極的雇用について,現段階では規制が厳しいことに加えて,日本人の雇用が減るだ
けではなく,期限付きの雇用の場合,家庭のある外国人労働者の家族は生活に困窮する｡たとえば,日本で育
ったブラジル人の子どもならば,言葉も通じないブラジルに強制的に帰させられることとなる｡当然,帰国し
てから家族の生活や仕事が保障されているわけではない｡
○政策⑥ :少子化 ･高齢化対策
社会保障費や高齢者の医療費負担の格差は早急な解決が求められている｡そのために,まず税収を増やし,定
住人口を増加させることが各自治体の主な取り組みとなっているO 定住人口を増やすように住居手当の支給,子育
て支援のための養育費給付など,経済的な支援を行うことにより,U,Ⅰ,Jターンをする人々を増やす｡
また,団塊の世代の大量退職により,農村への移住を考えている人々も多く,そうした人々をターゲットにし
て,地域の人材を確保し,少子化 ･高齢化の対策を行っていくことが求められている｡
どのような影響を与えるか
各地域が対策を模索している段階であるが,外国人看護師を雇用し,介護 ･医療分野の人手不足を補う取り組
みが行われている｡また,いくつかの市町村では,第一子に出産手当として数万円のご祝儀を贈ることで,子育て
支援を行っている｡
○効果 :増大する医療費や社会保障費の対策をたてねばならない｡だが,現状では医療格差や社会保障費格差が生じ
ており,国が格差を是正するために,特定地域への重点的対策を行うべきである｡そのために,人口の多い都
市部から集めた税金を,公平な医療を保障するために地方へと配分する
○課題 :都市部の人々にとっては,負担が増大する｡地方が自治権を持ち,地方の問題は地方で解決するべきである｡
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